





































査プロジェクトの先行公開データ（European Social Survey [ESS] round 9，European Value 






























境は極右支持を弱めるという研究の方が多数説といえる状況がある（Knigge 1998, Lubers & 
Scheepers 2002, Arzheimer & Carter 2006）。同様に高学歴・高所得層こそが極右政党支持に
回るという指摘もある（Muis & Immerzeel 2017, p912）4。
　先行研究において別に指摘されてきたのは，個人の社会経済的な劣位性ではなく，文化的価




























Parties and Elections in Europe（PEE）データにおいて Nationalist か Far-right とファミリー
づけされている政党，については間違いなく右翼政党と定義可能だろう（本稿では以下，こ
の定義を満たした政党を極右政党と呼称する）。これに加え，③欧州会派で ECR に属するか，
PEE データで National Conservative もしくは Right-wing Populist とファミリーづけされた
政党も含めた。やや広めの定義ではあるが，ナショナリスティックな右翼政党とみられること
も多い，ポーランドの法と正義 PiS や，イギリスの UKIP，スウェーデン民主党といった政党
も含めることができ，その支持の分析が意義を示しやすいという利点がある。
















































Ratio [SOR], Stata の listcoef パッケージを利用）も併記した。表中では，効果量の大きい結
果を可視化するため，変数の効果の p 値が 0.05 以下のもののうち，SOR が 1.250 以上もしく




































べて，平均して 2.58 倍（1.171^6：モデル A3 準拠）も，右翼政党を支持率確率が高いという
推計が可能である。EU に対して不信感を強く持っているもの（4）は，EU をある程度信頼し

























正もしくは負の効果を持っていることを示す。SOR が 1.25 以上もしくは 0.80 以下のものは記













































& Escandell 2010，Hainmueller & Hopkins 2014）。
　無論，個々の経済的状況が，移民への態度を決定するという分析もなかったわけではない。
移民と競争が発生しやすい失業者や低所得層・低層労働者，低スキルを意味する低学歴層な
どが，移民受け入れに対して負の効果を持つという指摘は存在する（Quillian 1995, Wagner 
& Zick 1995, Hjerm 2001，Scheve & Slaughter 2001）。しかし，実証上その効果は不明瞭で，
失業・低所得・低階層労働等の効果は統計的有意な効果を持たないという指摘や（O’Rourke 
& Sinnott 2006, Sides and Citrin 2007），むしろ反対に高所得者層ほど福祉負担増につながる
移民増を嫌うという検証結果（Facchini & Mayda 2009, Helbling & Kriesi 2014），高学歴層
の方がむしろ高度技能にもとづく自身の地位を脅かすものとして移民を忌避するという分析結
果（Hainmueller & Hiscox 2007, Facchini & Mayda 2012）もあり，論争的状況にある。
　そういった経済要素ではなく，政治的党派性（右派性・保守性）選好を持つもの（De 
Figueiredo Jr and Elkins 2003, Coenders and Scheepers 2008），犯罪や自国文化の喪失
というような文化的・治安的脅威認識を持つもの（Chandler & Tsai 2001, Brader et al. 
2008），政府の働きに対する不信感や政治社会からの疎外感を感じているもの（Quillian 1995, 





















が何点上昇する」という結果からは実質的な把握は困難である）。具体的に，ESS は 1 から 11
の 11 値変数であるので，中間点である 5 よりも上の，6-10 の値を回答したものを，移民によ
る文化侵蝕を懸念している (1) とし，それ以下を (0) とする処理を行った。EVS は 1 から 10 の
10 値変数を取るが，中央値が 6 にあるため 7 から 10 の値を回答したものを移民による治安破
壊を懸念している (1) とし，それ以下を (0) とする処理を行った。なお，EVS には，隣人とし
て移民 / 外国人労働者を好ましくないと思うかという二値の質問項目も予め存在するため，そ
れも分析時に頑健性チェックとして用いる 11。














0.05 以下のもののうち，SOR が 1.250 以上もしくは 0.800 以下のものを太字に，SOR が 1.5000
以上もしくは 0.666 以下の物についてはさらに背景を灰色にした。
３．３　ヨーロッパレベルの社会文化的反移民態度の分析結果
　ESS 分析結果（表４）と EVS 分析結果（表５）の双方で，一貫して，学歴と欧州統合に対
する反発が，安定してかつ大きな効果を持っていることが明らかになった。学歴の高さは移民



















う。自国議会への不信感や自国政治への不満も ESS と EVS では結果が不安定である。どちら















































































































統合反対の 3 つのダミー変数間で因果関係のトライアングルが描けるパターンである。2 型と
あるのは，そのトライアングルのうち 2 辺にしか因果関係が見いだされなかったケースである。






























































































































2 類似の試みとして，中井（2020）では ESS8 波データを用いて右翼政党支持の分析を行った。本稿はそれを
さらに広げ，複数のデータセットを用いかつ反移民態度まで分析の対象を広げ，さらに各国ごとの規定要因
分析も行っている。
3 先行研究のレビュー論文としては Golder （2016）や Muis & Immerzeel （2017）。
4 単純な業績投票モデルを考えるなら苦境は既存野党に支持を向けるだけであって，経済的苦境はそれ相応の
文脈との交差がなければ極右政党支持にはつながらない（Golder 2003, Dancygier 2010, Han 2016）。







タリアファシストの流れをくむ FdI や，極右下部組織を含むラトビア NA, 権威主義的な右翼政党とみなさ








10 この点に関し，移民として想定される集団の，人種的異同を考慮した場合の分析については，Alba et al. 
2005, Brader et al. 2008,　Ayers et al. 2009, Harrell et al. 2012 や中井 2019 を参照のこと。









12 なお，そもそも専門職が参照変数となっているのは，この回答者が全職種のなかで一番 N が多い回答だっ
たためである。
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